
私たち三井金属の価値創造プロセス
非鉄金属素材メーカーとして永年にわたり培ってきた技術と経験、築いてきたバリューチェーン。

“マテリアルの知恵を活かす”こと、それこそが、私たちの「価値」を生み出す源です。

そして、新たに定めましたパーパスを基軸に、統合思考経営を実行し、全社ビジョンを達成していきます。

地球を笑顔にする領域で、「知の探索」 と 「知の深化」のビジネスモデルを回し、長期的価値創造を実現します。

外部環境 事業環境

＜主要なステークホルダー＞ Intellectual capital
登録特許件数 3,370

Manufactured capital
国内主要拠点 14
海外主要拠点 19

Human capital
連結従業員数 13,434
（2024年3月末）

Financial capital
連結純資産 2,860 億円

（2024年3月末）

Natural capital

研究開発費 133.5 億円

（2023年度）

1次原材料投入量 4,144 千ｔ
（2023年度）

水使用量 114,271 千m3
（2023年度）

エネルギー消費量 665,955 千L
（2023年度 原油換算値）

Input

Social and
Relationship 
capital
従業員、サプライヤー、
地域コミュニティへの
エンゲージメント

・ 経済課題

・ 社会課題

・ 株主・投資家

・ お客様

・ サプライヤー

・ 従業員

・ 地域コミュニティ

・ 国際機関・行政機関

“Transformation for
Sustainable Growth”

ビジネスモデル

Core
technologies 

マテリアリティ

原材料の投入
（リサイクル原料

の比率向上）

世の中の新たな課題

マテリアリティを起点とした
経営資本の配分・増強

交換・改修・
リサイクル

中期経営計画の策定
（戦略の見直し、資源配分、KPIの設定）

マテリアリティ・レビュー

機会・リスクの
・ 環境課題

（2023年度）

・ 機能材料

・金属

・モビリティ

持続可能性を
高めるための
取組み

Output
<経済・環境・社会的側面>

・ 市場共創

・ マテリアル・サイクル

・ CASEへの対応

<社会的側面>

・ 従業員、サプライチェーン、

地域コミュニティとの

信頼関係向上

<環境的側面>

・ 温室効果ガスの削減

・ 省エネルギー

・ 環境負荷物質の低減

・ IoT社会の発展

・ サーキュラーエコノミー

への貢献

・ 安全なモビリティ社会

Impact

消費者

実行

パフォーマンス・
レビュー

マテリアルの知恵で“未来”に貢献する、事業創発カンパニー。

・ 分離精製

・ 粉体制御

・ 電気化学

・ 材料複合化

・ 溶液化学

・ 焼成技術

新たな企業価値

事業ドメイン

全社ビジョン

お客様プロセス
への貢献

自社プロセスによる
材料価値の付加

ガバナンス
（価値創造を支える基盤）

サステナビリティへの貢献

・ 環境・社会課題の解決

事業によるサステナビリティ

社会的責任を果たすこと
によるサステナビリティ

（人権、安全衛生、ダイバー

シティ＆インクルージョン）

Outcome
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